
 

 
 
 
 
 
        
                          

 

校長  若 林  晋   

 

師走に入り、一気に雪が降り、あたり一面雪景色となりました。例年ですと、一度

解けて再び降って根雪になることが多いですが、学校周辺はそのまま根雪になったよ

うです。 

さて、今年を振り返ると、新型コロナウイルスにより教育活動が制限されつつも、

社会全体で取組や意識が次第にウィズコロナに移行してきた感じがします。学校の教

育活動も、学校行事や授業参観等での人数制限がありましたが、かなりの部分でコロ

ナ禍前に戻りつつあった一年でした。特に、2 学期の学習発表会では、一日日程で開

催することができました。子どもたちは、別の学年の発表を体育館で見合う機会もあ

り貴重な学びの場となりました。また、一人一台端末の活用についても、日常の学習

で活用している他、学級閉鎖の際や新型コロナウイルスに関わって欠席した場合のオ

ンラインでの補習など着実に活用の内容が充実してきました。ICT は、今後も進化し

ながら子どもたちの学びに入ってきます。冬季休業中に、持ち帰りますので、お子さ

んがどの様に活用しているのか保護者の方も関心をもって見ていただければと思い

ます。併せて情報モラルについても今一度、親子で確かめ合ってください。 

コロナ禍が続いた一年ではありましたが、北京オリンピック・パラリンピックの選

手やワールドカップ日本代表の活躍など、子どもたちに夢や希望を与えてくれるニュ

ースがたくさんありました。来年も、希望あふれる一年にしていきたいと思います。 
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笑顔いっぱい いのちかがやけ 花園の子 

今年度の小樽市いじめ防止標語に、5 年生の 

村岡 蒼太さんの作品が入選作品 5 点の中に 

選ばれました。20 日（火）、荒田教育委員より 

賞状が渡されました。素敵な作品ですね。 

【ありがとう その一言で 笑顔さく】 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１月２５日（水）～２９日（日）の５日

間、こちらも市立小樽美術館１階市民ギャ

ラリーにおいて、『小中学校図工美術展』

が行われます。本校の児童の作品も展示さ

れる予定です。市内の小中学生の作品が集

まりますので、お時間のある方は、お子さ

んと一緒にぜひご覧ください。 

１月６日（金）～９日（月）の４日間、

市立小樽美術館１階市民ギャラリーにおい

て『小樽市小中書写展』が行われます。本

校からも３年生から６年生までの習字作品

を出品しています。 

市内の小中学生の作品が集まります。お

子さんと一緒にぜひご覧ください。 

どちらも 
会場は 
こちらです。 

・危険な場所（屋根の上、軒下、川のそば、がけなど）や工事現場等では遊ばないようにしま
しょう。 

・道路でのそり遊びは、絶対にしないようにしましょう。 
・歩道と車道の間の雪山の上を歩かないようにしましょう。 
・除雪車や除雪機のそばには近づかないようにしましょう。 
・人や車などに向かって、雪玉をぶつけないようにしましょう。 
・外出する時は、行き先や帰宅時刻を家の人に伝えましょう。（４時頃には暗くなります。） 
・不審者や不審な電話には、絶対に応じないようにしましょう。 
・たくさんのお金を持って、外出しないようにしましょう。 
また、お金の貸し借りやおごったりおごられたりしないようにしましょう。 

・テレビやゲーム、そして携帯電話やスマートフォンを使用する時間や使い方を、 
おうちでしっかり考えましょう。 

１２月２４日から１月１８日まで２６日間の冬休みが始まります。冬休みは子
どもたちにとって楽しい行事も多くあります。一方で、道路状況や日没が早いこ
とでの危険性が高まる時期でもあります。 
子どもたちが安全で楽しい冬休みを過ごせるよう、各ご家庭のご指導をよろし

くお願いいたします。 

長期休業中にクロームブックを持ち帰り

ます。ドリル学習や調べ学習など、学習に

関することに使用してください。また、キ

ーボードのタイピング練習もできますの

で、操作に慣れる機会とするよう積極的に

活用ください。 

児童自身が自己の生活習慣を把握するこ

とで児童の自己管理能力を育成し、生活習

慣の改善を図ることをねらいとし、生活習

慣スケジュール表を配付しました。冬休み

中に、①朝食の摂取 ②家庭での学習時間 

③読書時間 ④テレビ・ゲーム・ネットの

利用時間 を記入し、自己評価を行うよう

家庭での声掛けもお願いします。 

※学校への提出は必要ありません。 

休み中は、トラブル等に巻き込まれない

ためにも、子どもたちがスマホ等を正しく

安全に使っているか、ご家庭でチェックし

ていただきたいと思います。 


